
本学の新型コロナウイルス感染症対策の取組み 

１．本学の方針及び関係者への通知について 

星城大学では、学長を最高責任者とする新型コロナウイルス対策室を設置し、感染状況、及び政府、 

県からの通達を総合的に判断して、学生の通学可否、講義形式、教職員の出勤可否等を決定して 

います。その他クラブ活動や学外者の入構制限基準等のルールも決定しています。 

また、通学・通勤の判断基準、罹患した場合及び濃厚接触者となった場合の対応ルール等についても、 

同対策室がこれを設定し、フローチャートを作成して関係者に通知しています。 

これらの通知は、文書により発信しています。最新の通知文書は次のとおりです。 

 

新型コロナウイルス感染対策の対応について(2022年 6月 7日更新)  

２．入構時の消毒、検温等 

・学生・教職員： 消毒液による手指消毒、検温（サーモグラフィ、非接触型体温計） 

・来客者等   ： 消毒液による手指消毒、検温（サーモグラフィ、非接触型体温計）、訪問受付票の提出 
 

 

 

 

本館１階・入口（手指消毒） 

 

本館 1階・来客受付（手指消毒・検温） 

https://www.seijoh-u.ac.jp/news/2022/06/6318.html


 

３．教室 

・ 入室時の手指消毒 

・ 窓開けによる換気 

・ 講義終了後、使用した机の消毒 

・ ソーシャルディスタンス確保のため、座席の間隔をあける注意書き（着席不可）の各座席への貼付け 

・ 毎日、大教室へのオゾン発生器による消毒実施 

 

 

4号館１階・入口（検温） 

 

3号館１階・入口（検温） 

 

本館１階・入口（検温） 

 

2号館 教室入口 

 

2号館教室・着席不可 注意書き

貼り紙 

同左 拡大 

 



４．食堂、カフェテリア 

・食堂・カフェテリアのコロナ感染対策・使用ルールの掲示 

・各席にアクリル板衝立の設置 

・利用者のソーシャルディスタンス確保のため、間隔をあける注意書き（着席不可）の各座席への貼付け 

・食事後の使用した机の消毒 

・毎日、オゾン発生器による消毒を実施 

学食(4号館 2階)入口（毎日､オゾン消毒を実施）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学食・アクリル板衝立 学食・「着席不可」 注意書き 

同左（抗ウイルスコーティング施行済） 



 

 

 

 

５．図書館 

・図書館に電子図書システムを導入し、学生が来学できない状況下でも、自宅、帰省先からの図書閲覧 

ができるようにしました。このシステムは、現在も継続中です。 

・緊急事態宣言発令中、学生に対して、郵送貸出を実施しました。同宣言解除後、郵送貸出は行っていま 

せんが、学生の通学が不可となる状況になった場合は、再度実施する予定です。 

 

 

６．オンライン講義 

・緊急事態宣言が発出された 2020年度は授業の開始を５月に延期し、ほぼ全面的に Zoomによる 

オンライン講義を実施しました。WiFi環境の整っていない学生に対しては、ポケットWiFiの貸出を行う 

等の支援を行いました。 

2021年度は対面とオンライン講義を併用し、2022年度の講義は原則対面形式で行われることになり 

ましたが、オンライン講義が必要となった場合は、WiFi貸出支援も可能な状態です。 

・2022年度、講義は原則対面形式により行われていますが、感染拡大状況に応じて、いつでもオンライン 

講義を実施できる体制を維持しています。 

 

カフェテリア・使用ルール掲示 カフェテリア・アクリル板衝立 



７．オンラインによる学生相談、キャリア支援 

・学生相談室では、対面による相談と並行して、オンライン相談、メール相談を実施しています。来学が 

できない状況下においても、学生からの相談を可能としています。 

・緊急事態宣言発令中、キャリア支援課では、経営学部 1～3年の個人キャリア面談､同 4年の履歴書添削、 

面接練習などを Zoomで実施しました。また、経営学部・学内合同事業説明会、リハビリテーション学部・ 

求人説明会を Zoomで開催。参加できなかった企業、病院／施設は、説明動画の提供や資料配布を実施 

しました。 

このように、感染リスクを回避して学生の就職支援を実施することができました。緊急事態宣言下でも、 

学生が安心して相談する機会を持ち、孤立することなく精神的不安を軽減できるよう支援しました｡ 

・キャリア支援（個人キャリア面談､歴書添削、面接練習など）について、2022年度は対面での実施を基本 

としながらも、学生の希望に応じて、オンラインでも対応しています。 
 

８．事務職員の在宅勤務及び学内別室勤務 

・緊急事態宣言発令期間中、事務職員の一部が在宅勤務を実施しました。また、同宣言の発令期間中、 

出勤した事務職員のうち、一部の職員が別室勤務を行い、感染リスクの軽減を図りました。 

 

９．地域貢献 

・地域内での新型コロナウイルス感染症の蔓延を防止するため、2021年 9月､10月及び 2022年 4月に 

本学を接種会場として、新型コロナウイルスワクチン東海商工会議所共同職域接種を実施しました。本学 

教職員･星城大学生、東海商工会議所会員、東海市職員、日本福祉大学等を対象者として実施しました。 

地域における新規感染者抑制に貢献することができました。 

 共同職域接種会場（4号館）入口 

 

中日新聞掲載記事 


